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協
議
員
会
は
今 

２
・
３
月
の
定
例
協
議
員
会
で
の

報
告
・
検
討
内
容
を
一
部
紹
介
し
ま

す
。 

① 

山
口
堂
建
設
工
事
に
つ
い
て 

② 

今
年
度
の
防
災
訓
練
は
、
震
災

で
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
寸
断
さ
れ

た
場
合
の
た
め
に
、
区
内
の
井
戸

と
汲
み
取
り
便
所
の
所
在
確
認

を
実
施 

③ 

第
２
５
回
運
動
会
の
内
容
及
び

準
備
と
役
割
分
担
確
認 

④ 

「
地
域
総
合
援
護
シ
ス
テ
ム
推

進
事
業
」
を
実
施
す
る
た
め
に
福

祉
委
員
会
開
催
。
計
画
書
作
成
を
。 

⑤ 

協
議
員
の
任
期
と
選
出
方
法
に

つ
い
て
利
点
・
欠
点
意
見
交
換 

⑥ 

９
隣
保
の
側
溝
脇
の
整
備 

⑦ 

田
原
幼
児
園
横
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
移
設 

《 

お
知
ら
せ 

》 

■ 

福
祉
委
員
会
開
催
さ
れ
る
。 

 
 

今
年
度
、
辻
川
区
と
し
て
取
り 

組
む
「
地
域
総
合
援
護
シ
ス
テ
ム
推 

進
事
業
」
に
つ
い
て
、
２
月
１
４
日
、 

民
生
委
員
・
福
祉
委
員
・
協
議
員
が 

町
担
当
職
員
よ
り
説
明
を
受
け
た
。 

広
報
ふ
く
さ
き
１
月
号
に
も
あ
っ 

た
よ
う
に
町
で
は
災
害
時
要
援
護 

者
登
録
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
現
在 

作
成
中
の
「
防
災
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

マ
ッ
プ
」
に
も
つ
な
が
る
取
り
組
み 

に
な
り
そ
う
だ
。 

■ 

旧
道
の
カ
ラ
ー
舗
装
始
ま
る
。 

 

県
と
町
が
３
ヵ
年
計
画
で
取
り

組
む
「
地
域
の
夢
推
進
事
業
」
（
平

成
２
３
年
度
か
ら
）
と
し
て
「
辻
川

地
区
舗
装
美
装
化
」
の
第Ⅰ

期
工
事

が
行
わ
れ
た
。
３
月
末
ま
で
に
、
元

松
岡
百
貨
店
か
ら
田
尻
交
番
ま
で

が
ス
ト
リ
ー
ト
プ
リ
ン
ト
工
法
で

舗
装
さ
れ
た
。
道
の
南
側
（
東
行
き

一
方
通
行
で
運
転
手
側
）
に
引
い
て

あ
る
歩
行
者
を
守
る
白
線
が
、
従
来

の
二
本
線
（
駐
停
車
禁
止
）
か
ら
一

本
線
（
駐
車
禁
止
）
に
な
り
、
利
便

性
が
向
上
し
た
。 

■ 

上
井
用
水
通
水
は
４
月
以
降
に 

 

昨
年
秋
以
降
、
上
井
用
水
に
水
が 

流
れ
て
い
な
か
っ
た
の
は
、
取
水
口 

の
市
川
町
落
合
の
井
堰
（
通
称
「
風 

船
」）
が
昨
年
９
月
３
～
４
日
の
台 

風
１
２
号
豪
雨
に
よ
り
瀬
加
の
岡 

部
川
上
流
か
ら
吐
き
出
さ
れ
た
土 

砂
で
埋
ま
っ
て
し
ま
い
、
全
く
機
能 

し
て
い
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。
１ 

万
㎥
近
い
土
砂
の
撤
去
・
浚
渫(

し
ゅ 

ん
せ
つ)

に
は
３
月
末
ま
で
か
か
っ
た
。 

求
む
！ 

懐
か
し
の
写
真 

今
夏
の
辻
川
界
隈
展
で
は
美
装

化
さ
れ
た
旧
道
沿
い
で
、
昔
懐
か
し

い
写
真
展
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
明

治
・
大
正
・
昭
和
の
辻
川
界
隈
の
写

真
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
貸
し
く
だ

さ
い
。
ス
キ
ャ
ン
後
、
お
返
し
し
ま

す
。
→
連
絡
は
井
上
か
松
岡
（
文
化

担
当
）
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。 

 《 

当
面
の
予
定 

》 

４
月
２
８
日(

土) 
 

民
俗 

辻 

 
 

広
場
ま
つ
り
（
福
崎
町
主
催
） 

４
月
２
９
日 

第
２
５
回
運
動
会 

５
月
２
０
日(

日) 

溝
普
請 

６
月 

フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
植
替 

７
月
７
日(

土) 
 
 

各
種
団
体
・
隣
保
長
会
議 

   

◇
１
月
１
・
２
日 

正
月
祭
り 

◇
１
月
８
日(

日)  
 
 

冬
え
び
す 

 
 

十
一
隣
保
の
方
を
始
め
、
２
０
余

名
の
参
拝
が
あ
っ
た
。
暖
を
と
り
な

が
ら
お
神
酒
と
み
か
ん
を
い
た
だ

い
た
。 

          

◇
１
月
１
４
日(

土) 

と
ん
ど 

午
後
３
時
～
６
時
に
焚
く
。
正
月

飾
り
を
持
っ
て
お
参
り
さ
れ
た
方

は
高
藤
稲
荷
の
方
が
多
か
っ
た
。 

以
上
十
一
隣
保 

 

以
下
十
二
隣
保 

◇
２
月
３
日(

金)

節
分 

年
越
祭 

 
 

十
二
隣
保
最
初
の
祭
儀
。
節
分
は

立
春
の
前
日
で
、
古
く
は
立
春
か
ら

新
年
が
始
ま
る
と
考
え
ら
れ
て
い

た
た
め
、
節
分
は
年
頭
の
行
事
と
し

て
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
。
現
在
で
も

節
分
祭
や
鬼
追
い
（
追
儺
）
が
行
わ

れ
る
社
寺
が
あ
る
。
板
坂
の
應
聖
寺

で
は
鬼
追
い
と
「
採
灯
大
護
摩
」
が

行
わ
れ
る
そ
う
だ
。
鈴
の
森
神
社
で

も
歳
灯
が
大
き
く
燃
え
上
が
っ
た
。 

◇
２
月
１
２
日(

日) 

初
午
祭 

 

小
さ
な
隣
保
で
景
品
集
め
が
困

難
で
あ
る
た
め
、
今
年
も
福
引
が
取

り
や
め
に
な
っ
た
。
夏
え
び
す
の
福

引
が
取
り
止
め
に
な
っ
て
三
十
年

弱･
･

。
福
引
継
続
に
は
隣
保
を
越
え

た
世
話
役
集
団
が
必
要
か
。
神
社
正

面
に
新
調
さ
れ
た
鳥
居
も
併
せ
て

お
祓
い
し
て
い
た
だ
い
た
。 

事
業
報
告 

◆
１
月
２
２
日
（
日
） 

平
成
２
４
年
度
辻
川
区
総
会 

 

一
〇
〇
名
出
席
。
新
区
内
入
り
３

世
帯
。
第
１
～
５
号
議
案
承
認
。
山

口
堂
建
設
は
４
月
着
工
・
７
月
完
成

予
定
。
ま
た
今
年
度
、
協
議
員
選
出

方
法
再
検
討
、
鈴
の
森
神
社
玉
垣
改

修
計
画
策
定
、
地
域
総
合
援
護
シ
ス

テ
ム
推
進
事
業
等
を
実
施
し
た
い

旨
、
報
告
さ
れ
た
。 

[

質
問
・
意
見]

：
防
災
マ
ッ
プ
作

成
の
た
め
の
昨
年
度
調
査
結
果

公
表
を
。
辻
川
山
旧
住
宅
跡
地
の

返
還
要
求
継
続
を
。
鈴
の
森
神
社

駐
車
場
か
ら
の
土
砂
流
出
手
直

し
を
、
等
。 

◆
１
月
２
８
日
（
土
） 

新
隣
保
長
会
議 

① 

ブ
ロ
ッ
ク
長
の
選
出 

② 

町
内
会
費
徴
収
に
つ
い
て 

③ 

２
～
４
月
行
事
・
事
業
確
認 

④ 

十
二
隣
保
か
ら
平
成
２
４
年 

度
祭
礼
行
事
日
程
に
つ
い
て
等 

◆
２
月
上
旬 

防
災
設
備
調
査 

自
主
防
災
訓
練
の
一
環
と
し
て

今
年
度
は
、
停
電
及
び
上
下
水
道
が

寸
断
さ
れ
た
場
合
に
必
要
に
な
る

井
戸
と
汲
み
取
り
便
所
の
所
在
確

認
を
隣
保
単
位
で
実
施
し
た
。
調
査

結
果
の
概
要
は
、
汲
み
上
げ
可
能
な

井
戸
は
区
内
に
１
６
軒
、
汲
み
取
り

便
所
は
２
７
軒
あ
っ
た
。
と
も
に
旧

の
街
道
筋
に
多
か
っ
た
。
提
供
し
て

い
た
だ
い
た
情
報
は
任
意
の
個
人

情
報
で
あ
り
、
そ
の
使
用
に
つ
い
て

は
慎
重
に
扱
う
必
要
が
あ
る
の
で
、

区
民
全
体
へ
の
詳
細
な
公
表
は
差

し
控
え
た
い
。
な
お
、
次
回
調
査
で

は
有
事
の
際
の
使
用
許
可
に
つ
い

て
協
力
確
認
を
個
別
に
行
う
予
定
。 

 
第２１号［2012春号］  平成２４年４月７日発行 

「
カ
ラ
ー
舗
装
」
さ
れ
た
旧
道 

 

新しくなった高藤稲荷の鳥居と初午祭 

 

地
域
の
夢
推
進
事
業 

 
 

 
 

 
 
 
 
 

 

区
長 

釜 

坂 

道 

弘 

２
月
末
か
ら
辻
川
地
区
に
お
い
て
、
旧
道
の
舗
装

美
装
化
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

こ
の
事
業
は
、
兵
庫
県
の
「
地
域
の
夢
推
進
事
業
」

の
補
助
を
受
け
、
福
崎
町
が
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ

の
道
路
は
、｢

銀
の
馬
車
道｣

と
呼
ば
れ
、
明
治
の
初

め
に
生
野
と
飾
磨
港
を
結
ぶ
道
と
し
て
建
設
さ
れ

た
も
の
で
す
。
正
式
に
は｢

生
野
鉱
山
寮
馬
車
道｣

と

呼
ば
れ
、
日
本
初
の
高
速
産
業
道
路
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。 

 

こ
こ
辻
川
区
は
、
こ
の｢

銀
の
馬
車
道｣

の
中
央
部

に
位
置
し
、
古
く
か
ら
人
・
物
・
情
報
の
行
き
交
う

場
所
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
重
要
な
行

政
機
関
が
集
ま
り
神
崎
郡
の
中
心
地
と
し
て
賑
わ

い
の
あ
る
地
域
で
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

完
成
か
ら
約
１
３
０
年
が
た
っ
た
今
で
は
、
賑
わ

い
も
残
念
な
が
ら
薄
れ
て
は
き
た
も
の
の
、
豊
か
な

暮
ら
し
を
夢
み
、
情
熱
を
燃
や
し
た
昔
の
人
た
ち
の

気
持
ち
と
今
回
の
美
装
化
工
事
が
つ
な
が
れ
ば
と

願
っ
て
い
ま
す
。 

    

4/29（日・祝） 運動会の確認 

■ 天候の判断が難しい場合は 6時に放送 

■ 隣保のテント設営は７時 30 分以降に 

■ 9 時；開会式  ■ 15 時；閉会式の予定 

■ テント撤収は閉会式の後にしてください 

はめ込まれたプレート 

梅(上)と開花直前の桜(下) 

 

4/1 辻川山 

 

http://www10.plala/


平
成
２
４
年
度
辻
川
区
役
員
一
覧 

[

総
軒
数 

三
二
四
軒] 

 
 

４
月
か
ら
団
体
役
員
に
一
部
変
更
が
あ
り
ま
す
。〈
４
／
７
現
在
〉 

  

区 

長 
 

釜
坂 

道
弘 

副
区
長 

 
内
藤 

政
義
（
総
務
） 

会 

計 
 

新
見 
良
一 

協
議
員 

 

（ 

）
は
主
な
担
当 

 
 
 

釜
坂 

好
隆
（
土
木
） 

 
 
 

田
﨑 

正
和
（
広
報
） 

 
 
 

金
井 

年
郎
（
環
境
） 

松
岡 

博
子
（
文
化
） 

鈴
木 

健
文
（
体
育
） 

 
 

井
上 

良
宣
（
文
化
） 

 
 

山
本 

英
次
郎
（
環
境
） 

川
端 

一
郎
（
体
育
） 

会
計
監
査 

宮
島
勇
・
有
井
登 

隣 

保 

長
〔
◎
は
ブ
ロ
ッ
ク
長
〕 

１
ブ
ロ
ッ
ク 

 
 

 
 
[

世
帯
数] 

 
 

１ 

後
藤 

正
則 

[
1
0] 

 
 

２ 

大
杉 

昭
徳 

[
1
4] 

 

３ 

鈴
木 

和
満 

[
35
] 

◎
１
４ 

川
村 

平
和 

 [
9
] 

２
ブ
ロ
ッ
ク 

 
 
 

４ 

上
延 

 

孝 
 
 [
7
] 

 

５ 

鈴
木 

智
久 

[
14
] 

◎ 

６ 

多
田 

和
政 

 [
9
] 

 
 

７ 

鈴
木 

健
文 

[
1
0] 

３
ブ
ロ
ッ
ク 

１
０ 

見
藤 

 

茂 
 
[
64
] 

１
１ 

鈴
木 

敏
子 

 [
7
] 

１
２ 

森
下 

吉
美 

 [
7
] 

◎
１
３ 

釜
坂 

優
二 

[
2
3] 

４
ブ
ロ
ッ
ク 

◎ 

８ 

松
岡 

 

隆  
 
[
9
] 

 

９ 

佐
谷 

弘
樹 

[
3
0] 

１
５ 

松
岡 

 

豊 
 
[
1
0] 

２
０ 

岡 
 

陽
介 

[
1
4] 

２
１ 

渡
邊 

雅
史 

 
[
8] 

５
ブ
ロ
ッ
ク 

◎
１
６ 

鈴
木 

雅
文 

[
1
2] 

１
７ 

松
岡 

賢
一 

[
12
] 

１
８ 

村
上 

義
和 

[
10
] 

１
９ 

瀧
井 

裕
士 

[
1
0
] 

  

団
体
役
員
〔
代
表
の
み
紹
介
〕 

老
人
会 

 

会
長
未
定 

（
第
１･

２･

３ｸﾗ
ﾌﾞ

） 

女 

性 

部 

鈴
木 

照
子 

 
 
 
 
 
 

商
工
部
会 

古
井 

徹
夫 

農
業
部
会 

上
延 

英
一 

 

消 

防 

団 

多
田 

和
樹 

 

青 

年 

団 

森
江 

優
也 

 

小
学P

T
A
 

猶
原 

良
人 

 
 

中
学P

T
A
 

中
川 

 

浩 
 

上
部
派
遣
役
員 

民 

生 
委 
員 

 
 
 
 

山
下
美
紀 

 
 

 
 

 
 

 
 

鈴
木
ま
き
子 

 
 

 
 

福 

祉 

委 

員 
 
 
 
 

岡
本
徳
子 

 
 

 
 

 
 

 
 

松
岡
初
子 

補 

導 

委 

員 
 
 
 
 

駒
田
富
男 

人
権
教
育
推
進
委
員 

 

内
藤
政
義 

 
 
 
  

 
  

 
  

 
  

 
 

松
岡
博
子 

青
少
年
健
全
育
成
委
員 

釜
坂
好
隆 

体
育
普
及
員 

 
 

 

駒
田 

仁 

文
化
財
協
力
委
員 

田
﨑
正
和 

  

  
 
 
  

 
  

 
  

 
 
 

               

 

 

江
戸
時
代
後
期
か
ら
現
代
に
至

る
辻
川
の
道
と
ま
ち
の
変
遷
を
古

地
図
や
国
土
地
理
院
の
地
形
図
を

も
と
に
ふ
り
返
り
ま
す
。
道
が
新
し

く
で
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
町
並
み

の
変
化
し
て
い
く
様
子
が
よ
く
分

り
ま
す
。
４
回
連
載
（
２
１
号
１
～

２
４
号
４
）
で
お
届
け
し
ま
す
。
ご

期
待
く
だ
さ
い
。 

１ 

伊
能
忠
敬
の
道
と 

堰
溝 

〔
江
戸
時
代
後
期
〕 

 

幕
府
の
命
を
受
け
、
全
国
を
測
量

し
て
日
本
地
図
を
作
成
し
た
伊
能

忠
敬
は
、
文
化
一
一
年
（
１
８
１
４
）

播
但
街
道
を
測
量
し
た
。
姫
路
城
下

福
中
町
で
新
年
を
迎
え
た
忠
敬
は

四
日
福
中
町
を
発
し
て
、
仁
豊
野
に

至
り
宿
泊
、
そ
の
後
、
二
隊
に
分
れ

て
但
馬
・
丹
波
に
向
か
っ
た
。
忠
敬

ら
の
本
隊
は
加
西
・
多
可
・
氷
上
郡

を
通
っ
て
丹
波
街
道
へ
。
永
井
甚
左

衛
門
ら
（
注
１
）

の
支
隊
は
神
西
・
神

東
郡
を
通
っ
て
但
馬
街
道
を
測
量

し
て
い
る
。
一
月
七
日
夜
、
福
崎
新

村
字
新
町
の
酒
造
家
鹿
島
屋
孫
四

郎
宅
に
宿
泊
し
た
支
隊
は
、
午
前
七

時
こ
ろ
福
崎
新
村
を
出
て
但
馬
・
因

幡
両
道
の
追
分
〔
分
岐
点
〕
よ
り
但
馬

街
道
の
測
量
を
始
め
、
ま
も
な
く
船

で
市
川
を
渡
っ
て
い
る
〔
現
神
崎
橋
付

近
〕
。
市
川
を
渡
る
箇
所
か
ら
測
量

日
記
（
注
２
）

を
見
て
み
る
と
、 

『
市
川
幅
百
十
四
間(

け
ん)

（
注
３
）
、

内
舟
渡
水
幅
四
十
五
間
。
中
央
界
。

神
東
郡
西
野
々
村
、
辻
川
村
、
右
酒

見
徳
条
道
〔
北
条
の
酒
見
寺
へ
の
道
？
〕

追
分
。
此
よ
り
二
里
〔
？
〕
北
野
村
。

木
虎
川
石
橋
〔
現
谷
川
と
上
井
用
水
の
交

差
す
る
所
（
通
称
ド
ド
橋
）
か
？
〕
三
間
。

井
口
村
、
左
巡
見
使
街
道
。
市
川
渡

舟
場
〔
現
月
見
橋
付
近
〕
。
川
向
は
山
崎

村
道
追
分
。〔
以
下
、
現
市
川
町
へ
〕
西

田
中
村
、
右
丹
波
道
追
分
。
瀬
加
川

三
十
間
。
西
川
辺
村
枝
出
屋
敷
。
昼

休
庄
屋
佐
十
郎
。
浅
野
村
…
』（
注
４
） 

 

左
図
は
そ
の
際
つ
く
ら
れ
た
地

図
（
復
元
図
）
で
あ
る
。
米
国
議
会

図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
知
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索

し
た
。
そ
の
地
図
と
測
量
日
記
、
そ

し
て
明
治
四
年
（
１
８
７
１
）
の
辻

川
村
絵
図
（
左
上
図
）
か
ら
推
測
し

た
測
量
隊
の
コ
ー
ス
は
、
西
野
か
ら

市
川
左
岸
に
沿
っ
て
駒
ヶ
岩
付
近

ま
で
北
上
し
、
そ
こ
か
ら
下
井
用
水

を
横
切
り
東
へ
、
十
一
隣
保
か
ら
旧

道
へ
出
て
六
隣
保
の
鈴
木
さ
ん
宅

西
か
ら
堰
溝
（
上
井
用
水
）
に
沿
っ

て
旧
生
野
街
道
（
但
馬
道
）
を
北
上

し
た
よ
う
に
見
え
る
（
注
５
）
。 

                   

旧
道
か
ら
北
の
堰
溝
（
ゆ
み
ぞ
）
沿

い
の
旧
生
野
街
道
は
、
少
な
く
と
も

伊
能
隊
が
通
る
２
０
年
以
上
前
に

は
存
在
し
た
よ
う
だ
。
と
い
う
の
は
、

堰
溝
は
大
庄
屋
三
木
家
五
代
目
当

主
三
木
通
庸
（
別
称
甚
右
衛
門
）
が

寛
政
元
年
（
１
７
８
９
）
に
姫
路
藩

の
許
可
を
得
て
井
ノ
口
村
の
北
に

あ
る
犬
ヶ
鼻
の
岩
を
く
り
貫
き
造

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
堰
溝
沿
い
に
道
が
つ
く
の
は

後
の
維
持
管
理
や
利
水
に
と
っ
て

は
至
極
当
然
の
こ
と
か
。
ち
な
み
に

市
川
の
水
を
引
く
こ
の
溝
に
よ
っ

て
下
流
の
村
の
米
の
収
穫
量
は
５

倍
に
も
な
っ
た
そ
う
だ
。
通
庸
の
死

後
、
天
保
一
四
年
（
１
８
４
３
）
に

は
そ
の
功
績
に
感
謝
し
て
、
井
ノ
口
、

北
野
、
辻
川
、
田
尻
、
吉
田
、
大
門
、

西
光
寺
、
西
野
、
八
幡
の
９
カ
村
が

「
新
渠
碑
（
し
ん
き
ょ
ひ
）
」
と
い
う
石

碑
を
井
ノ
口
に
建
て
た
。（
注
６
） 

       
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
注
１
）

永
井
に
は
、

箱
田
良
助
、
保

木
敬
蔵
、
佐
助

[

棹
取(

さ
お
と
り)

役]

が
同
道
。 

（
注
２
）

伊
能
忠
敬

測
量
日
記
第
五

巻
よ
り 

（
注
３
）
一
間
は
六
尺

（
約1

.
8

m

） 

（
注
４
）

増
田
成
穂

他
著
「
や
さ
し

い
市
川
町
の
歴

史
」
よ
り 

（
注
５
）

鈴
木
さ
ん
宅
前
か
ら
旧
道
を
も

う
少
し
東
進
し
上
坂
を
北
上
、
鈴
の

森
神
社
下
か
ら
古
宮
の
南
を
ド
ド
橋

へ
、
と
い
う
見
解
も
あ
る
。 

（
注
６
）

福
崎
町
史
第
二
巻
よ
り
。
溝
は

犬
ヶ
鼻
暗
渠
工
事
以
前
か
ら
あ
っ

た
が
水
漏
れ
が
ひ
ど
か
っ
た
そ
う
だ
。 

 

編
集
後
記 

 

昨
年
３
月
１
１
日
の
東
日
本
大
震
災

か
ら
１
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
報
道
は
ど

う
し
て
も
原
発
や
津
波
被
害
関
連
に
偏

り
ま
す
が
、
１
９
９
５
年
阪
神
淡
路
大

震
災
よ
り
も
は
る
か
に
甚
大
で
広
範
囲

に
斜
面
崩
壊
や
液
状
化
被
害
が
広
が
っ

て
い
た
は
ず
で
す
。
液
状
化
は
震
源
か

ら
遠
く
離
れ
た
東
京
湾
岸
地
域
だ
け
で

も
神
戸
の
そ
れ
の
４
倍
の
面
積
に
発
生

し
た
そ
う
で
す
。
被
災
地
の
復
興
は
緒

に
就
い
た
ば
か
り
で
す
。
私
た
ち
の
多

く
に
今
出
来
る
こ
と
は
、
被
災
さ
れ
た

方
の
こ
と
を
忘
れ
な
い
こ
と
で
す
。
マ

ザ
ー
・
テ
レ
サ
は
言
わ
れ
ま
し
た
。『
愛

の
反
対
は
「
憎
し
み
」
で
は
な
い
。「
無

関
心
」
で
あ
る
』
と
。
見
守
っ
て
く
れ

る
人
の
存
在
が
困
難
に
立
ち
向
か
う
勇

気
を
奮
い
起
こ
さ
せ
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ス

に
関
心
を
持
ち
続
け
ま
し
ょ
う
。 

さ
て
、
今
年
度
の
辻
川
だ
よ
り
の
特

集
は
『
辻
川
の
道
』
で
す
。
実
は
日
本

古
来
の
街
道
は
そ
の
多
く
が
活
断
層
上

に
あ
り
ま
す
。
大
地
に
加
わ
る
力
に
よ

り
常
に
破
壊
さ
れ
る
箇
所
の
地
上
に
活

断
層
が
あ
り
、
破
壊
が
継
続
す
る
と
谷

筋
が
で
き
ま
す
。
そ
の
断
層
帯
に
は
地

下
水
が
集
ま
り
や
す
く
、
湧
水
が
あ
る

と
集
落
が
で
き
、
そ
の
村
々
を
つ
な
ぐ

交
易
路
が
街
道
に
な
り
ま
し
た
。
幾
度

と
な
く
地
震
で
破
壊
さ
れ
て
も
や
は
り

便
利
だ
か
ら
人
が
住
み
着
く
の
で
す
ね
。

今
年
度
紹
介
す
る
『
辻
川
の
道
』
は
活

断
層
と
は
無
関
係
で
す
が
、
広
く
見
れ

ば
辻
川
地
区
全
体
が
山
崎
断
層
帯
の
直

上
に
あ
る
こ
と
は
事
実
で
す
。
山
崎
断

層
地
震
に
備
え
ま
し
ょ
う
。
編
集
後
記

が
長
く
な
り
失
礼
し
ま
し
た
。［
田
﨑
］ 

辻
川
の
道 

 

七
種
川 

瀬加川（現岡部川） 

伊能測量隊が歩いた道 

伊能測量隊が歩いた道 

七
種
川 

新渠碑 

３隣保担当 

1814年 伊能大図 141号姫路を一部拡大 

明治 4(1871)年 辻川村絵図（三木家文書） 
下井用水 

上井用水(堰溝) 

市
川 

辻川山 

市川 


